
第５２０回 海 務 協 議 会 
 

（１）日時：平成２５年５月９日（木）１３：３０～ 

 

（２）場所：第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

（３）議題：  

 

 

１．横浜税関大黒・山下・本牧埠頭出張所の津波避難施設の指定について 

監視部：榎  管理課長 

 

２．「薬物及び銃器取締強化期間」について 

監視部：岩渕 特別監視官 

 

３．事例照会 

（１）外国貿易船の入港届の提出遅延について 

   監視部：佐々木 統括監視官 

 

（２）海洋調査船の船舶資格について 

   監視部：大田 上席監視官  

 

４．「２０１３世界トライアスロンシリーズ横浜大会」 

の開催に伴う交通規制について 

監視部：大田 上席監視官 

 

 

 

（４）その他・質疑応答 

4月期の税関人事異動に伴う担当官の挨拶 

 

 
開催予定日  平成２５年 ７月１０日（水） 開催予定 

 

開 催 場 所  第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

当協会に関するご質問、議題等提起がございましたら、 

お気軽に事務局宛にご連絡下さい。 

 

公益財団法人 日本関税協会横浜支部 

ＴＥＬ０４５－６８０－１７５７ 

ＦＡＸ０４５－６８０－１７５８ 

Ｅ－ｍａｉｌ bra_yokohama@kanzei.or.jp 

 

 

http://www.yokohama-customs.go.jp （横浜税関） 

http://www.kanzei.or.jp   （日本関税協会） 

http://www.kanzei.or.jp/yokohama/ （日本関税協会横浜支部） 
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横浜税関ホームページ http://www.customs.go.jp/yokohama/ 
情報提供サイト http://www.customs.go.jp/quest/index.htm 

（「関税局・各税関へのご意見・ご要望の受付」画面にてご投稿下さい） 
                

フリーダイヤル     シ  ロ  イ      ク  ロ  イ 

密輸 110 番 ０１２０－４６１－９６１ 
    メールアドレス E-mail: yokohama-mitsuyu110@customs.go.jp  

QRコード 

横  監  第 193 号 

平成25年4月30日 

 

○ ○   ○○    殿 

 

         横浜税関 

                          監視部長  坂本 智臣 

 

「薬物及び銃器取締強化期間」における協力依頼について 

 

 平素から税関行政に対し深いご理解と多大なご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

 さて、近年の我が国経済のグローバル化の進展に伴い、貿易・通関手続の国際的調

和の動きや迅速な通関の要請が強まっております。一方で、麻薬、覚せい剤等の不正

薬物の若年層への浸透やけん銃を使用した凶悪事件が発生しており、深刻な社会問題

となっております。 

 このため、税関では、不正薬物・けん銃等の社会悪物品の海外からの流入を阻止す

ることを最重要課題の一つとして位置づけ、情報収集・分析の強化、取締機器の増強

等を図り、取締関係機関と連携しながら、全力をあげて水際取締りに取り組んでおり

ます。 

今般、下記のとおり「薬物及び銃器取締強化期間」を設定し、船舶、乗組員に対す

る取締り及び輸入貨物に対する検査等について水際取締りを一層強化することとして

おりますので、本取締強化期間の趣旨をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願

いいたします。 

 また、皆様には、不正薬物や銃砲等の密輸入情報はもとより、貨物、人、船舶等に

ついて不審と思われる点がございましたら、どんな些細なことでも結構ですので、最

寄りの税関官署又は下記の「密輸 110番」までご連絡を頂けますようご協力をお願い

いたします。 

記 

 実施期間：平成 25年 5月 7日（火）～平成 25年 5月 31日（金） 

 

http://www.customs.go.jp/yokohama/�
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1 

不正薬物等の取締り状況 

覚せい剤 

「平成24年の全国の税関における関税法違反事件の取締り状況」 
（平成25年2月18日財務省発表）より 

 摘発件数は１４１件（対前年比２４％減）と、過去最高であった昨年の１８５件より
減少した一方で、押収量については、約４８２kg（対前年比２０％増）と過去１０年で
最高の数量となった。 

1 
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大麻 

 摘発件数は８２件（対前年比１５％増）、押収量は約１３２kg（対前年比約２．３倍）
と、昨年に引き続き、大幅に増加した。 
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その他の不正薬物 

コカインの密輸摘発押収量は、約９kg（対前年比７５％減）と、減少した。 

ヘロインの密輸摘発押収量は、約１㎏（対前年比６７％減）と、減少した。 

第520回 海務協議会資料 
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議題３．（1）外国貿易船の入港届の提出遅延について 
 
（事例の概要） 

平成24年11月、入港から24時間以内に提出が義務付けられている入港届について、

24 時間を超えて提出された事例があり、本年 1 月開催の本協議会において、口頭によ

る事例説明を行い、更に 3 月の協議会においても「監視取締関係の重要・異例事案（24
年）」として、資料を配付し注意喚起を行ったところです。 
しかし、本年 3 月にまた同種事例が発生しましたので、改めて周知いたします（いず

れも、沖待ち入港後に接岸した事例）。 
 
提出が遅れた原因は、①「入港」とは「岸壁に接岸した時」だけという誤認があった。

②入港後 24 時間以内に提出しなければならないこと自体を知らなかった（いずれも、

業務経験が 1 年未満の担当者による処理、という点が共通）。 
 
船舶代理店各位におかれましては、社員研修（新人、転課者等）を実施する際には、

関税法で定められている法定事項などについても、掘り下げて指導していただき、習熟

度合いについても適宜チェックする等の方策を講じ、関税法違反が発生しないようお願

い致します。 
また、入港届の提出期限の他に、入港前通報（積荷目録、旅客・乗組員氏名表）など、

法定期限が定められている税関への届出書類等の提出状況を上司が確認するチェック

リスト方式の導入等、再発防止のための管理体制についても、ご検討いただければと思

います。 
 
 参考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【関係法令等】 
・ 関税法第 15 条第 3 項 

外国貿易船が開港に入港したときは、船長は、入港の時から 24 時間以内に入港届

を提出しなければならない。 
・ 関税法基本通達 15-2-1（1）（船舶等の入港） 

 船舶の「入港」とは、船舶が一定の期間本邦内の特定の場所に停泊又は係留する目

的をもってその場所に到着することをいう。なお、この場合における停泊又は係留に

は、船舶がバース待ち、避難等の目的をもって仮に停泊又は係留する場合を含むので、

留意する。 
〈罰則〉 
・ 関税法 114 条（第 1 項第 3 号）…1 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金 

 第 15 条第 3 項の規定に違反して同項に規定する入港届若しくは船用品目録を提出

せず、又は偽った入港届若しくは船用品目録を提出した船長 
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議題３．（２） 海洋調査船の船舶資格について 
 
（事例の概要） 
日本籍海洋調査船Ａ号（以下、「Ａ号」という。）は、公海において海洋調査

を実施するために本邦の港から出港する。 
当該調査に併せて、Ａ号は外国籍海洋調査船が公海の海底に設置した調査機

器（外国貨物）を回収し、本邦の港に帰港する。 
なお、Ａ号が回収した調査機器（外国貨物）は、本邦に輸入される予定であ

る。 
この場合、出港及び入港時のＡ号の船舶資格は何になるのか。 

 
（処理結果） 
 Ａ号は、外国に往来する船舶ではないため、出港時の船舶資格は「沿海通航

船」となる。 
外国貿易船に積載されていた外国貨物を公海上で沿海通航船に転載し、当該

沿海通航船が本邦の港に入港することは外国貿易に当たり、Ａ号が公海の海底

に設置されていた外国貨物である調査機器を回収し、Ａ号に積載して本邦の港

まで運搬する行為は、これと同様と言えることから、入港時の船舶資格は「外

国貿易船」となる。 
従って、入港時にはとん税等を納付することになる。 
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